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【研究の概要】 

高エネルギー加速器研究機構のKEKBは B中間子におけるCPの破れを初

めて実験的に検証し、小林・益川両氏のノーベル賞受賞という大きな成果

を生み出した。その後継である SuperKEKB は世界最高ルミノシティを更新

しており、CP の破れに加えて素粒子物理の標準理論を超える現象の探索

に挑み続けている。本研究課題は、SuperKEKB の加速器、測定器、理論、

そしてデータ解析の研究開発を進め、より一層の実験感度向上を目指した

ものである。また、若手研究者を計画的に海外の研究機関に送り込み、次

世代の研究を担う人材の育成を同時に行うものである。 

【学術的意義、期待される成果】 

SuperKEKB ファクトリーは、電子・陽電子衝突による B中間子の生成に

より標準理論を超える現象の探索を目指したものである。現在世界最高ル

ミノシティを更新し続けるなど、世界的拠点となっており、更なる実験感

度向上を、加速器、測定器、理論、解析における各研究者が協力して行う

意義は大きい。 

また、日本がホストする世界的拠点があるがゆえに海外経験豊富な若手

研究者が育ちにくいという問題に対し、若手研究者に海外経験を計画的に

積ませるという育成方針により対応している。将来に向けた人材育成を進

めながら、学術的な成果を目指すという点で、本研究種目の趣旨に合致し

ていると評価する。 

  


